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 ̂ じめに

饭 尺 汾 A k F 霞 孑 ラ イ ブ 、ソフ丨T 入 軔 系 艺 令 段 式 / ) サ ブ ハ - モ ニ ッ 7 プ リ ベ ン テ ャ ー （ぶ 

H P U ) 丨こ议良レマ以釆. 1夏 調 に 樣 泰 输 丨 マ ' 火霞#しの事パン f ビ ー ム 玄 利 兩 レ 『こ对兔” ぐ罄 

ん に 行 ゎ れ ろ 褲 丨 ブ へ T z。 彳れ丨て碲い、長圬間( こりにて客定すふビームの狢么ロく A 奪 ヒ ^  

っ 『てので、 方答* I 麥 索 の 一 つ で あ ろ 5 M P & の R F シ ス テ ム に ，目 動 位 相 糾 御 衮 i  ( A P O  I 
取柯丨了、 ビ ー ム 巧 ® 荷 t つ 变 動 を 少 7  く し 卩 。今圏丨m ら の 装 置 め ヒ 吻 作 例 生 . k 
ひ、、1て今# y ? 严ロ 1題 、色ず/ ど に つ い マ 報 令 1 る。

" 的

第 / 因 ( jタ 段 式 s r ip ^乏丨明ぃ『こ入封系 

のィ再成？乐 レ rこ も の で ? ? る ャ へ 霞 孑 就 よ  

fj ^  n h  ^ h S  - 最 夂 2ケ/\の入射雹 

手a それぞ> の 5HPら丨ニよフ て バ ン テ ン  

グ さ K . 約 介 げ Si: i で ％ 雜 う /丁. UXJ 

速 の 後 に /LPs ' 最夂ぶ7/?Cの 極 添 ぐ 1レ 

スの似々ゲ  1 4 ら れ ろ e このハ” レスのピー

7 電ラILllIが’長 所 ル )運 中 に 系 そ ^ 丨） フ 

卜1 多娣作]が，ぁ リ 、 良 目 的 に J フ て % 1 .(1 1夕 段 式 入 汩 系 の 偏



丨7 、 ー 0 丨： 敉 13W連 箨 の徽辦1整 を 行 う 必 審 バ あ ” T;

こ の 変 動 の 原 因 ！！し て ヴ 、

の 電 孑 錄 々 、 ら 入 ’約 さ け る ハ 。 丨 レ ス 117 、 ど - 7 電 ラ ほ る い 丨 】 ク イ ミ ン プ ，の 踅 韌 、 ② $ H P & の 盯  

加 連 7知 牛 の 雯 化 、 ® 加 速 管 で の 同 祿 7 曼 化 7 匕、v ' 考 i ら れ る 。 こ こ マ *，©  Iゴ I I し て d ノ f し 名  

ニ ク 叫 一 、 ぶ フ て 事 に 一 定 条 件 い 、*辣 r こ は マ い る の で ，、 パ )レ ス ご 、 ヒ の 餘 妙 、 ソ 变 切 丨 ブ 則 匕 レ 7 今  

間 ！ ！ ： し マ い る ド リ 7 卜 の 原 因 丨 て 丨 】 す よ 5 ず“ 、 。 ② の S H P & に つ ぃ 7 長 的 閡 ド 丨) フ 卜 丨 ：： 閣 連  

の あ ろ 点 , a 、 過 度 の 突 : 犯 に よ フ て キ ャ ビ テ ィ 一 の 兴 振 同 疲 I 欠 の シ フ ト 々 、、起 こ ，） 、 ^ h i ： x  

7 て 位 相 の 愛 イ 匕 バ 文 じ れ ば 、 討 其 典 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン で 杀 め r ニ バ ン r ン フ 、’ の 狄 態 々 、 シ も 报  

条 负 來 名 樣 丨 て 、 プ リ バ ン テ ャ 一 の ア ク 七 プ ダ ン ス 南 に 入 る 霞 ^ の f b 、、責 イ 匕 レ 、 ひ ぃ て a 、 

加 遠 ビ ー ム の ピ - フ 窠 ず し の 愛 象 / 匕 レ て 炙 り k て く る 。 @ の 加 也 营 に も 遢 褢 丨 ： よ 确 / % が ぁ  

f) ' 全 イ ネ !： し 了 ② 匕 ( D の ネ 旻 合 し r こ も の 々 、、、ビ ー レ <nド リ フ ト の 奶 で 表 わ ド ( マ い る と 秀 i  b n  

る 6 以 上 の ご ヒ い う 今 丨 s i n  © で 述 べ T c 通 ; | 丨ー、 よ ろ 位 相 シ フ 卜 E 砮 む 匕 ブ ゼ ろ 目 的 で 、 ら 

H P B の 吓 系 I :  A P C ! 維 込 み 、 動 作 趵 性 を 誠 K r : の で 、報 音 1 ■ ろ 。

05C

第 2 I H O A P C の 撤 硌 を 示 し r こ も の で . 3 ^< r)

SHPBに 1f K f K / 饺ずつ取仃丨了らK て ぃ る 。r ^ er 

鎌 ル 、ら の ) ^ : 封 動 （ P S L )、 I t ?  (PS2)

の树目器^ 通 ’丨2 n m の RF 了 ン プ （ pa ) で螬 

恼 さ H f:使 、 • ャ ビ テ ィ  一 t W lH ろe こ K に 

結 合 し た ピ ッ 7T -/フ。Iレ， つ、、b のイ言号ロ基_ 第2 図 

信 号 ヒ 秀 に グ 、プ ノ レ バ ラ ン ス K S キ 

ヤ ー に 入 ソ 、 位 相 差 ^ 、I f e t e さ K 、

: の 篆 ゲ 、豫 Iて7 る ま で ，PS2ゾ愛 ィ匕  

彳 る 。 こ の / ! 叱 の 詳 細 に つ ぃ 了  13

本; ^ 色 会 （ 7/4 W ) で 報 告 さ K る。 

令 滅 離

第 3 図 は 、 キ ャ ビ テ ィ 一 の 位 相  

が 時 閒 }1夭 に 雯 化 1 * る 梯 そ モ ネ し

Tこt の 'Z、、め ろ • ご の キ ャ ビ テ ィ 一  

u 外 部 (： ク令句7ハ0イ フ V 、卷 い

M H >

Cavity

a

自 動 位 相 糾 卿 装 置 龜 略 ,

Time (hr )

第 3 固 キ ャ ビ テ ィ - の 化 相 の 時 閉 变 イ 匕



了 、 ン ス テ ム 起 韌 後 約 / a l 間 で 《 ゲ c の 設 定 遍 裏 ま で る 々 、、、、 1_ 構 造 の r : め 1C 内 坪 雹  

極 玨 で ー 樣 7 ラj l 農 に 7 る ま で I t 失 振 I f l 液 数 が ' 余 マ 丨 て 愛 化 し 、 約 3 疴 間 捷 I : … 娜 角 で 如 。 

近 く  3 で シ フ ト 1 る 。 ^ i z  / o d m % キ ヤ ビ テ ィ ー 丨 漆 W 長 ぐ 熱 象 量 も 欠 5 い の T 、、4 h  

以 後 も m V す つ 笑 化 を 输 け 、 こ n ら の こ ヒ デ ビ ー ム の 皂 说 の 長 時 間 ド リ フ ト を も r : ら し  

飞 い る も の !： 考 I ら n る e こ h に 对 し て / \ p c を 動 作 ？ せ る と ン 植 相 シ フ ト a お さ t ち K 、 

2/6h H % キ ヤ ビ テ ィ 一 で ） ^ 、 / o s m - z で 少 ^ に f  M そ 、K 议 喜 さ B T : 。 昝 定 泉 が :2/ g / W z  

に く ら べ / パ N H z ゲ 約 K で 、あ る 免 、に つ い マ 1ユ 、 ® 路 の ゲ  

イ ン わ る い 口 、 ダ 、ブ /レ バ ラ ン ス ド ミ キ サ 一 の 料 性 が 、翼 ， よ フ 

T い る も の ヒ 蓆 t ら K る い ''、 规 床 衡 サ 中 で 、あ る 。 70

午 ヤ ビ テ ィ 一 内 部 I ; お丨1 る 南 阂 谈 損 天 Iこよ る 免 ^ a ビ ^

一A の橾遂し阌褒数 ^ 圯 例 マ る q で、例 i i t  L o p p s勺、I j I2 o \  

ppミ ( こ受^l T : 場 合 、A P d . ^ v s ^ ^i n y ^ \ i 2 / ^ n H z  の キ ヤ 養  

ビティ - で は 分、 则 H z で / 的 間 以 j i に り 广 っ m m  ■ 5 

の发化々、、、絶 き 、 チ の 間 に 位 相 口 ど ち ら t 約 22。のシフトク’

生 じ r こ。 ス 、 放 / 振 霞 7 乏 垮 ゃ レ マ も 间 棟 な 傾 句 が 、轰 h n h  

\ ) ^ ) ろ ん ご の 茭 化 0  A P C 乏 掛 (7 K i ゴ シ フ 卜 口 お さ 1

ブ A る 0 % m 位 相 曼 化 r、G ビ - ム 妙

多 ビ - ムに、ぉ ょ ぼ マ 影 紫

s h p b 丨： お n る 位 相 变 化 か '  加 速 管 舣 々 に ど の 程 農 の 影 響 そ も r こ ら *T い を シ ス テ マ テ ィ  

ゾ フ に 刹 / H る こ ヒ 丨 7 、 4 P C の 妫 果 艺 碰 認 1 る 上 丨 て お い て 重 黎 デ よ こ 匕 で ，わ る 。 し 々 、 し 、 オ  

一 バ - オ  - ノ レ の 測 定 ( ： i i / 挪 A / H z の 卯 速 f 取 の 影 f V 含 孓 K T  4 る の で 注 意 パ 必 參 で あ る •  

ま つ 3 它 の s h p b  £ 彳 卜 デ m 举 被 に 位 相 变 ィ し を 冬 え 、 そ の 時 の 如 速 菅 舣 力 玄 剎 定 し r こ 紱 果  

を 第 车 函 1こ 牙 、 し 匕 4施 愛 化 丨 こ 訶 マ る ^ ^ さ で j 、 _ t i z パ ー 备 き 队 し 4 、 約 / ぐ の 变  

初 で / 日 の 間 に ノ 主 じ る ビ ー “ の 复 動 （ w / オ ズ ） K 相 当 t る 。 し 々 、 し 、 こ 八 ら d あ く ？ で  

も / 会 の 午 ヤ 匕 ，テ ィ 一 に つ い 飞 の 植 で あ 1) 、 笑 際 丨 7 3 台 の S H P B が ' 同 的 丨 こ ね 相 炙 動 乏 お こ  

， ち、 相 叙 作 _ 一、 ぶ っ て も っ ヒ ナ へ f い 苒 裏 で 夂 ？ ず よ ビ ー ム 畝 力 の 复 イ 匕 々 ぐ も r て ら ヴ k 、 a  

相 の 昝 定 枉 の 重 鐾 さ 々 、、、3•ヤ ま マ 南 き ’ ） 、 と 八 丨 け 1 レ f\ P C の 妫 果 卩 非 華 ( こ 又 ？ ず れ の ゲ 、あ  

る 。

6 今 後 め 問 臌

S H P B の 边 相 乏 A P O 玄 闲 い て 安 定 化 ; レ 、 そ の 終 策 ビ ー ム の K  ; ) フ 卜 を 減 ケ で せ る I 的

Phase Angle ( deg.)



I X 成 レ 丁 。 し 々 、 し 、 / 9 o o M t i z の 吓 承 1 : も 枝 相 I : 闇 1 る 同 構 す よ 閘 顥 バ 残 さ K 飞  

居 ，j 、 入 妁 系 を 冬 I 化 レ T c K i l で I 7 7 F た 分 で あ る 。 從 フ I 次 の 計 趣 ヒ レ 了 17 、 を M W ' 2 0  

M W  7 ラ イ ス ト ロ ン の R F シ ズ テ ム ( こ そ K 、f  B  / IP c 乏 取 イ 中 1 、 マ べ マ の キ ャ ビ デ ィ 一 じ つ  

い て ^ 复 r 、 对 t h 婪 良 性 の 他 (こ 、 f e し 阕 滚 毅 あ る i ハ 爾 桃 1 1 の 雯 化 (て ぶ る 雯 動 ナ よ ビ 、 方  

お さ え 、 备 定 マ ビ ー ム ;H 4 る こ ヒ I て 努 め T C い 。


